
令和４年度　地方創生関連交付金活用事業　検証結果

地域再生計画

2,000 人増 R４年度 8,905人増 達成状況及び今後の取組方針

6,000 人増 R02～R04 13,270人増

2 件増 R４年度 1件増

5 件増 R02～R04 4件増

1 店増 R４年度 1店増

令和４年度取組 3 店増 R02～R04 5店増

50 人増 R４年度 208人増

130 人増 R02～R04 208人増

20 日増 R４年度 0日増 達成状況及び今後の取組方針

100 日増 H30～R4 15日増

10 百万円増 R４年度 －

43 百万円増 H30～R4 －

150 円増 R４年度 －

令和４年度取組 750 円増 H30～R4 －

・新型コロナウイルス感染症の影響による制限緩
和もされつつある中であっても、感染予防対策を
徹底したうえで事業を進めたが、目標値を下回る
結果となった。
・今後も、引き続き新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止を徹底したうえで、様々な業種が連
携したイベントの開催を推進するとともに、市民や
民間事業者に対しイベントの開催を促す。

②

⑤

本事業による「蔵の
街シナジーマルシェ」
「各種イベント」稼働
日数

2

とちぎ山車会館
広場「蔵の街シナ
ジーマルシェ」整
備による産業活
性化計画

(H30～R4年度)

とちぎ山車会館
広場「蔵の街シナ
ジーマルシェ」整
備事業

・「蔵の街シナジーマルシェ」を整備することにより、
本市の各産業連携による相乗効果を発揮できる「市
～マルシェ」を創設するとともに、市民や観光客の休
憩スペース及びイベントスペースとして新たな活用を
図る。
・小屋掛けや倉庫を設置し、周辺の景観にも配慮した
整備を行うことで、本市の観光資源のブラッシュアッ
プと新たな魅力創造の一助とする。

①

・イベント開催者に対し、引き続き新型コロナウイルス
感染症感染拡大防止のための対策の徹底を指導し
ながら、令和４年度については、蔵の街シナジーマル
シェにおいて年４１回のイベントが開催された。

市内事業所年間売上
額

③ 観光消費額

④

拠点施設及び地区内
イベントの入込客数

・令和４年５月に、会議やイベント会場など、観光やまちづく
り活動を支援する施設として、嘉右衛門町伝建地区拠点施
設交流館が開館した。
・国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されて10周年
の年であることから、様々な記念事業を実施した。

・令和４年度においては、重伝建選定10周年記念
事業として、パネル展示、記念誌の発行、講演会
を実施した。なお、講演会については、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により施設の収容人数に
制限があることから、現地での講演とあわせて
Web配信を行った。
・令和３年７月にガイダンスセンターが、令和４年２
月に民間事業者運営施設(KAEMON BASE)が、令
和４年５月に交流館がそれぞれ開館し、旧日光例
幣使街道沿いの第１期工事が完了した。今後は、
味噌工場跡地保存活用計画（改訂版）に基づき、
活用方法を検討しながら、第２期工事に着手す
る。

②
空き家・空き店舗・空
き蔵を活用した件数

③ 新規出店数

④
まちづくりセミナーの
参加者数

⑤

1

栃木市空き家・空
き店舗・空き蔵を
活用した重伝建
地区活性化計画

(R02～R04年度)

栃木市空き家・空
き店舗・空き蔵を
活用した重伝建
地区活性化プロ
ジェクト

・味噌工場跡地をまちづくりの拠点として、地区内の
空き家・空き店舗・空き蔵の活用を図る。
・嘉右衛門町伝建地区の歴史を後世につなぐための
情報発信を行うガイダンスセンターとして旧味噌工場
跡地を活用するほか、跡地内の伝統的建造物を若
者が訪れる飲食店舗等として活用する。
・空き家等の物件のデータ及び所有者や利用希望者
の意向等を一括管理し活用に繋がる様、マッチング
事業を実施する。

①

地域再生を図るために行う特別措置適用事業 重要業績評価指標（KPI）

達成状況・評価計画名

(計画期間)
事業名 事業概要 指標名

指標値

（上段：前年度比）

（下段：期間累計）

目標

期間

実績値

（上段：前年度比）

（下段：期間累計）



令和４年度　地方創生関連交付金活用事業　検証結果

地域再生計画 地域再生を図るために行う特別措置適用事業 重要業績評価指標（KPI）

達成状況・評価計画名

(計画期間)
事業名 事業概要 指標名

指標値

（上段：前年度比）

（下段：期間累計）

目標

期間

実績値

（上段：前年度比）

（下段：期間累計）

0 人増 R４年度 8,846人増 達成状況及び今後の取組方針

0 人増 R3～R7 8,846人増

1,000 人増 R４年度 ▲17,802人増

1,000 人増 R3～R7 ▲101,111人増

1,500 千円増 R４年度 ▲28,110千円増

令和４年度取組 1,500 千円増 R3～R7 ▲159,655千円増

施設のオープン以後、イベント開催やSNS等を通
じた周知活動により、サイクルパークの利用者は
順調に推移している。（KPI①）
一方で、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、観光客入込数、観光消費額が大幅に落ち込ん
だ令和2年度、令和3年度と比較し、回復は見られ
るものの、依然目標値の達成には及んでいない。
（KPI②③）
今後、継続的なイベントやセミナー・教室の開催の
ほか、県外・県内を問わず宇都宮ブリッツェンの知
名度を活かした施設利用PR活動やわたらせクリ
テリウム以外の大規模イベント開催誘致の働き掛
けを行う。また、渡良瀬遊水地内で開催されるイ
ベントとの連携を図ることでKPIの達成を目指す。

②
渡良瀬遊水地の観光
客入込数

③
渡良瀬遊水地におけ
る観光消費額

④

⑤

サイクルパーク（仮）
利用者数

3

栃木市渡良瀬サ
イクルパーク（仮）
整備計画

(R3～R7年度)

栃木市渡良瀬サ
イクルパーク（仮）
整備事業

・サイクルスポーツの拠点となる施設を整備すること
により、サイクリストの誘客増加を図る。
・常設の自転車専用コース、パンプトラック等を整備
し、複数種のサイクルスポーツを楽しめる環境を整備
する。
・併せて、市内既存飲食店や観光施設への案内を行
うことで、単に自転車のみを楽しむだけでなく、自転
車を核とした地域振興策として展開していくことで、施
設周辺地域の経済活性化を図る。

①

和3年度末に整備が完了した渡良瀬サイクルパーク
の令和5年（2023年）4月の本格稼働に向けて、令和4
年度中の施設管理運営及び利用ニーズ等の調査を
業務委託したプロサイクルロードレースチーム『宇都
宮ブリッツェン』の運営会社と連携しながら、下記の
取り組みを実施した。
・オープニングイベントの開催　1回（令和4年4月29
日）
・サイクルイベントの実施（わたらせクリテリウム※）
6回
　　　　　　※自転車周回レース。
・自転車セミナー・教室の開催　33回（ロードバイク初
心者講習会・補助輪卒業教室等）
・視察受入　　　　　　　　　　　　　1件（山梨県山中湖
村）


